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社会学 の書物 ではあるが,地 理学 の フィール ドワ

ーク論 と して も模範 となる刺激 的な内容 なので,詳

細 に紹介 してみたい.著 者石原 俊 は地域 ・歴史 ・

法社会学 を専門 と し,本 書 は京都大学 に提 出 した学

位論文 を骨子 とす る.

本書の構成 は次 の10章 か らな ってい る.

第1章 移動民 の占領経 験 「カナカ系 の人,ケ

テさん」の ライフ ヒス トリーか ら,第2章 移動民

の島 々と帝国 一 本書 の理論 的視座,第3章 移動

民 の島 々の生成 と発 展 一 小笠原 諸 島を め ぐる実

践 ・法 ・暴 力(1826-1860年 代),第4章 水 兵 た

ちと島人 たち,あ るいは法 と暴力 の系譜学-沖 縄

島 にお けるペ リー艦隊 の衝撃 を焦点 に(1853-1854),

第5章 移動民 と文明国 のはざまか ら ジョン万

次郎 と船乗 りの島 々(1841-1864),第6章 海賊 か

ら帝 国 へ-占 領 へ の道 程(1869-1886),第7章

主権的 な法 と越境 す る生-「 帰化人」 をめ ぐる自

律 的 な交通(1877-1920年 代),第8章 自由の帝

国の臨界-小 笠原諸 島と 「南洋」 の系譜学(1853

-1910) ,第9章 生 き延 び る たあ の たた か い-

「帰化 人」を め ぐる動 員 とテ ロル(1877-1945),第

10章 終 わ らない 占領 経験-小 笠原 諸 島の 〈戦

後〉 をめ ぐって(1945-).

一般 の書物 と異 な り,本 書 の構成 で,第1章 にい

きな り占領経験談 が紹介 され,第2章 で理論的視座

が書か れている.逆 ではないか と思 った.し か し,

そ こに は著者 の次 の よ うな考 えが あ った.「 この

島々 の近 代経 験 を考 え る際,な ぜ移動 民 の生 と市

場 ・国家 ・法 などの関係,と りわ け移動民 と国家の

「緊 張」 関係 に照準 す るべ きなのか とい う問題 を,

語 りとい う具体 的な素材 の検討を通 して内在的 に浮

かび上 が らせ る作 業が必 要だ と考え る」.

語 りと対話 にイ ンパ ク トがあ るの は具体性を有 し

てい るか らで ある.「 あな たは金貨,私 はお札」 と

は民俗学者瀬 川清子 が1931年 にケテ さんを評 した

言葉 であ る.著 者 はこう した対話,語 りを随所 に引

用 しつつ,日 本国家 と辺境 の島 との力関係 を読 み解

いてい くのであ る.

著者 は 「理 論的 な問題 に関心 の無 い読者 は,第1

章 を読ん だ後,第2章 を飛 ば して …」 と控 えめに

言 うが,ぜ ひ第2章 を精読 して欲 しい.難 解 な諸業

績を如何 に自分 の論文 に取 り入 れてい くか とい うヒ

ン トが隠 されて いるか らで ある.

第3章 か ら具体的 な入植者 たちの話 にな ってい く.

一体 誰が最 初 に小笠原 諸 島 に来 た ので あろ うか.

1830年 にハ ワイ諸 島な どか らの移 民団 が,家 畜 や

種子な どを携えて小笠原諸島 の父島 に上陸 し,入 植

を開始 した.以 後,イ ギ リス,ロ シア,ス ペイ ンな

どの船が立 ち寄 って いる.そ の多 くは商船 や捕鯨船

であ る.当 時鎖国で あった日本 の直 ぐ南 の海 に世界

中の船が頻繁 に航海 して いたことに驚か される.近

年 日本 に対 して捕鯨規制が強 く働 き掛 け られている

が,捕 鯨 してい たの はあなた達だ と逆襲 した くなる.

最 初 に入植 した人々 は一体何 を食べて いたので あ

ろうか.あ るいは,入 植者 ほか逃亡者,漂 流民,略

奪者な どさまざまな後続移住者が島 に入 って くる.

前住者 との抗争が あったはずで ある.い か に対処 さ

れ てい った ので あ ろ うか.こ う した問 に第3章 は

次々 と具体的 に解答を 出 して くれ る.著 者 は彼 らを

称 して 「船上や島 々のローカルな法 の間 をわた りあ

るきなが ら,移 動民 と して生 き抜 い てい たので あ

る」 と力強 さを前面 に出 し肯定的 にと らえてい る.

ところが評者 には移動民 の大半 は 「生 き抜 いて」 で

はな く 「生 き血 を抜かれ続 け」 とと らえざるを得 な

い ように感 じられ た.

第4章,ペ リー といえば,あ のペ リーで ある.1853

年 に黒船で 日本 に来航 した.浦 賀 に来 て開港 をせま

ったこと くらいの知識 しかなか ったが,沖 縄 に も来

て いた.ア メ リカの世界標準 を持 ち込 もうとしたペ

リー,そ うさせ まいとす る琉球王府,両 者 に翻弄 さ

れつつ もしたたかに対応 する住民,こ の3者 のか ら

みが興味深 い.

第5章,い よい よ,ジ ョン万次郎 の登場 か.と は

い うものの,評 者 は,恥 ずか しなが ら,ジ ョン万 次

郎 にっ いて,名 前 しか知 らない.お およそ歴史上 の

人物 につ いて,そ の ライ フコースをおぼろげなが ら

語 れるのは100人 に1人 くらい しかいない.ジ ョン

万次郎 は語 れない99人 の方に入 る.本 書 に触れて,

彼 がアメ リカの東 海岸 で3年 間勉強 した こと,捕 鯨
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船員 であ った ことを初 あて知 った.本 章 は,小 笠原

諸 島にお ける万次郎を焦点 と して,彼 の実践 とそれ

をめ ぐる歴史的・社 会的状況を描 き出 しなが ら,海

と島々に生 きる移動民の生 と日本 という文明国=帝

1国 の特異 な関係を とらえ るための新視点を拓 くこと

に成功 している.

第6章,こ の章 では海賊 が主 役であ る.そ して ベ

ンジャミン ・ピーズが鍵 であ り,外 国人か ら帰化人

へ の道程 が示 され る.ピ ーズ はかな りの海賊で ある.

毒 を盛 った相手 は歯 を失 った.ピ ーズ はかな りの悪

党で ある.奴 隷,召 使 い,女 の交 易や調 達 にたず さ

わ った.「 ピーズをめ ぐる諸 実践 にお いて,経 済活

動 は騙 し奪い 取 る暴力 と連続 した位相 で展 開 してい

たのであ る」(p.225).し か しなが ら,小 笠原 を開

発 して い ったの も彼 である.ロ ーカルな法体系の中

で はあるが,彼 の土地 である.ゆ えに明治政府 は手

を焼 くので あるが,そ の間 のや りとりが詳細 に述べ

られて いる.

第7章,こ の章 では交通 が 「帰化人」 にいかな る

影響 を与 えているかが議論 され る.い いかえ ると,

日本帝国 による小笠原諸 島の占領 が進展 してい く過

程 で,「外 国人」,「帰 化人」が,従 来か ら培 って き

た自律的 な社会 的 ・経済 的実践 をどのよ うに組み替

えて いったのかが議論 される.ま た,日 本帝国の力

が強 くなれば外 国人,帰 化人 は居心地が悪 くな るで

あろ う.彼 らが培 って きた 自律的な交通の あり方が

どのよ うに切 り縮 め られてい ったのかが考察 され る.

第8章 は,前 章 までで語 られて きた小笠原諸島,

一部 沖縄 島の移住民 の動 向 とその研究意義を,よ り

大 きな枠 組 で位置 づ け る試 みで あ る.日 本 帝 国 の

「南進 論」 とい う枠組 で.そ の結論 と して,私 に は

意 外 で あ った が,次 の よ うに ま とめ られ て い る.

「世紀 転換期 の 「南洋』開発 にかか わ る言説 や実践

において最 も重視 されていたの は 「自由貿易」 を基

調 とする殖民 や交易 の拡大であ り,小 笠原 ・硫黄島

諸 島よ り南 への 日本帝国の領土的拡張 は副次的 な課

題 にす ぎなか ったのであ る」(p.320).日 本 帝国 の

南洋進 出,領 土拡張 は副次的で あったのか.

第9章,そ うか,こ の本 はケテさん の語 りか ら始

ま ったのだ,と 思い出 させ る章で ある.

冒頭 に,「1931年,父 島を訪 れた瀬川清子 に 『南

方のカナ カ系の人,ケ テさん』が語 った次 の言葉 を,

ここで もう一度引用 しよ う」 とある.著 者 が この語

りを2度 も引用 して いるとい うことは,そ れが本書

の最重要文 であ ることに間違いない.小 笠原諸島が

本格 的な空襲 を受 けた1944年 か ら13年 も前 に,ケ

テ さん に とって 島が戦 場 にな るとい う想 像 は,「異

人」 と名指 されて 自分 がテ ロルの標的 にな る状況や,

「日本 人」 と名指 されて 自分 の夫 や子 ど もたちが テ

ロルに遭 う状況 を,た だちに予感 させた.そ の こと

に素直 に感 じ深 く解釈 する中で,著 者 は本書 の構想

を思 いつ いたのだと推察 する.

第10章 で は,本 書 の最後 と して,日 本 帝国 の降

伏後 の小笠原諸 島がアメ リカ合衆 国の施政権 下 に置

かれ,そ の後 日本 国に編入 されてい く過程 で,か つ

て 「帰化人」 と呼 ばれた人 び とが主権 的な力 に翻弄

され なが らどのよ うに生 き抜 いてい ったのかが述 べ

られて いる.

この本 の体裁上 の特色 は,本 文 中に,簡 単 な人 口

推移 の表 を除 いて,図 表 が1枚 も無 い ことであ るい

図表 に満 ちあふれ た地理 の書物 を見慣 れてい る評者

にとって,奇 異 な感 じが しつつ も新鮮 であ った.そ

れで いて情景が 目に浮かぶ ので,そ れは著者 の筆 力

が優れて いるか らであろ う.私 自身 も含 めてであ る

が,地 理学専攻生 も図表 な し論文 に挑戦 してみた ら

いかがで あろ うか.発 表 する際 も,パ ワーポイ ン ト

な し,レ ジュメな し,語 りのみで勝負 とい うの も歓

迎 したい.

思 いが少 し横 にそれたが,図 表 が本 文中に1枚 も

無 いが ゆえに,各 章 タイ トルペー ジの裏面にのせ ら

れ てい る写 真,記 事 が印象深い.第10章 は 「村 に

な った小笠 原」(毎 日新聞1968.7.16).虫 メ ガネ

で この記事 を読 んでみた.異 性,結 婚 相手を求め る

の は同 じで も,男 女 の反応 が ま るで違 って いた.

「青年 た ちが割切 った気持 ちで 日本 復帰 を喜 んで,

日本語 の勉 強に も身 を入 れてい るの に対 し,女 の子

の心 は微妙 に揺 れ動い てい る.島 にいた ネー ビーと

の別離 は,キ ス とホオず りで,ア メ リカ映画で も見

ているよ うだ った」 … 「日本 復帰がそれ ほどうれ

しい とは思 わないの に,返 還前後 には笑顔 を強要 さ

れ,日 の丸 の旗 を持 って芝生を走 らされ た」 なか な

か興 味深 い記事 であ った.

いっ生 まれたか,幼 い ときにいかな る環境 に育 っ

たか,こ れは 「ライ フコース」研究 にとって も,評

者 の 「地域環 境史」研究 にとって もか な り重要 な思

考事 項であ ると思 った.そ こに男性 と女性 の違 いが

加 わ る.ス テ イッに恋 いこがれ る女 こころ,わ か ら

ないで もない.
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「近代 日本 と小笠原諸 島』,真 剣 に読 んだ ら真剣 な

答えが返 って きた.そ んな書物 であ った.

(溝口常俊)
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